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シ
リ
ー
ズ

市
民
が
語
る
戦
争
体
験

「

Э

鈴
木
忠
雄
氏
略
歴

昭
和
　
四
年
八
月

一
一
年
四
月

一
七
年
四
月

一
九
年
四
月

沼
津
市
東
本
郷
町
に
生
ま
れ
る

沼
津
市
第
四
尋
常
小
学
校
入
学

沼
津
市
第
四
国
民
学
校
高
等
科
進
学

沼
津
海
軍
工
廠
工
員
養
成
所
二
期
生

に
合
格

・
入
所

工
員
養
成
所
修
了

海
軍
工
廠
の
疎
開

終
戦

１５
歳
で
工
員
養
成
所

へ

技
術
報
国
め
ざ
す

二
〇
年
二
月
四
月
八
月

鈴木 忠雄氏
(昭和21年頃)

鈴
木
忠
雄
さ
ん
の
体
験
談
平
成
二
二
年
　
　
　
逝
去

沼
津
海
軍
工
廠

工
員
養
成
所
で
訓
練

昭
和

一
六
年
三
月

「国
民
学
校
令
」
（勅
令
）

に
よ

っ
て
小
学
校
は
国
民
学
校
と
な

っ
た
。
旧

制
中
学
校

（現
在
の
高
校
）
に
進
ま
な
か

っ
た

生
徒
は
、
高
等
科

（
二
年
制
）

へ
行
か
な
く
て

は
な
ら
な
か
っ
た
。　
一
七
年
四
月
、
沼
津
市
第

四
国
民
学
校
高
等
科

一
年
に
進
学
し
た
。

高
等
科
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
、
満
蒙
開

拓
青
少
年
義
勇
軍
と
な
る
か
、
沼
津
海
軍
工
廠

工
員
養
成
所

へ
行
く
か
の
選
択
に
迫
ら
れ
、
家

庭
の
事
情

（農
業

・
米
穀
ほ
か
小
売
）
も
あ
り
、

校
長
先
生
、
担
任
の
先
生
な
ど
と
相
談
の
結
果
、

海
軍
工
廠
工
員
養
成
所

へ
行
く
こ
と
に
な

っ
た
。

一
五
歳
で
親
元
を
離
れ
て
の
養
成
所
生
活

へ
の

あ
こ
が
れ
も
あ

っ
た
。

宿
合
は
第

一
寮
六
号
室
、
ベ
ッ
ド
は
軍
艦
の

寝
室
と
同
じ
で
、
右
舷

・
左
舷
の
二
段
式
、　
一

二
人
部
屋
で
あ

っ
た
。

総
員
起
こ
し
で
、
上
半
身
裸
に
な

っ
て
玄
関

前
に
整
列
、
教
練
場
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス

を
二
周
の
駆
け
足
、
寮
の
掃
除
を
す
ま
せ
朝
食

と
な

っ
た
。
食
事
は
通
常
五
分
間
、
警
戒
警
報

が
出
て
い
る
と

「
一
分
め
し
」
で
あ

っ
た
。

「食
事
止
め
」
の
合
図
で
箸
を
置
く
。
少
し
で

も
遅
れ
る
と
罰
直
さ
せ
ら
れ
た
。
何
か
叱
ら
れ

る
事
を
し
た
の
に
名
乗
り
出
な
い
と
連
帯
責
任

で
、
パ
ン
ツ
に
な

っ
て
水
を
流
し
て
い
る
浴
場

で
、
腕
立
て
伏
せ
を
や
ら
さ
れ
た
。
力
尽
き
て

つ
ぶ
れ
る
と
パ
ン
ツ
は
び
し
よ
濡
れ
に
な

っ
た
。

現
役
の
海
軍
少
佐
が
常
に
持
ち
歩

い
て
い
る
精

神
改
心
棒

（五
セ
ン
チ
角
、　
一
二
〇
セ
ン
チ
位

の
樫
の
棒
、
紫
の
房
が
付
い
て
い
る
）
で
腰
を

叩
か
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

食
事
は
ひ
ど
い
も
の
で
、
主
食
は
米
と
大
豆

粕
が
半
々
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
腐
り
か
け
た
さ

つ
ま
芋
、
さ
つ
ま
芋
の
ツ
ル
、
ひ
じ
き
な
ど
が

主
な
食
材
だ

っ
た
。

服
務
綱
領

（忠
順
誠
実

・
格
勤
精
励

・
技
術

報
国

・
規
律
厳
守

・
質
実
剛
健
）
に
則
り
、
厳

し
い
教
練
が
続

い
た
。

二
学
期
に
な
る
と
基
礎
実
習
に
入

っ
た
。

ハ

ン
マ
ー
打
ち
、
タ
ガ
ネ
仕
上
げ
、
ヤ
ス
リ
か
け
、

板
金
加
工
な
ど
。
指
導
員
の
吹
く
笛
に
合
わ
せ

一
つ
の
工
程
を
何
回
も
繰
り
返
し
た
。
直
径
三

セ
ン
チ
、
長
さ
五
セ
ン
チ
位
の
鉄
材
を
ハ
ン
マ
ー

で
力

一
ぱ
い
叩
い
て
削
る
。
手
を
叩
い
て
し
ま

っ

て
腫
れ
上
が
り
、
黒
ズ
ミ
に
な

っ
て
も
、
痛
さ

を
こ
ら
え
て
叩
き
続
け
な
い
と
罰
直
が
あ
る
。

三
学
期
、
発
電
機
部
品
加
工
の
第
二
四
機
械

工
場
に
配
属
さ
れ
た
。
初
め
は
旋
盤
、
研
磨
機

な
ど
の
前
に
立

っ
て
、
先
輩
の
作
業
を
じ
っ
と

見
て
い
る
だ
け
な
の
で
辛
く
、
立

っ
た
ま
ま
居

眠
り
を
し
て
怒
ら
れ
た
。

昭
和
二
〇
年
四
月
か
ら
、
工
場
疎
開
が
始
ま

っ

た
。
主
に
田
方
郡
の
山
麓
で
、
す
で
に
地
元
近

在
の
労
働
者
に
よ

っ
て
工
場
が
丸
ご
と
入
る
横

穴
式
工
場
が
い
く
つ
も
完
成
し
て
い
て
、
軽
作

国
民
学
校

昭
和

一
六
年

（
一
九
四

一
）
、
国
民
学
校
令

が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
尋
常
小
学
校

・

尋
常
高
等
小
学
校
が
国
民
学
校
と
な
り
、
初

等
科
六
年
と
高
等
科
二
年
と
な

っ
た
。
こ
の

国
民
学
校
に
通

っ
て
い
た
世
代
の
少
年

。
少

女
を

「少
国
民
」
と
呼
ん
で
い
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
後
に
制
定
。
公
布

。

施
行
さ
れ
た
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
、
初
等

科
が
新
制
の
小
学
校
、
高
等
科
が
新
制
の
中

学
校
と
な
る
ま
で
存
在
し
た
。

沼
津
海
軍
工
廠

昭
和

一
八
年

（
一
九
四
三
）
六
月
七
日
開

庁
。
電
波
探
信
儀

（
レ
ー
ダ
ー
）
と
航
空
用

無
線
を
生
産
す
る
工
場
と
し
て
操
業
を
開
始

し
た
。
昭
和

一
六
年
六
月
か
ら
建
設
計
画
が
進
め

用

語

解

説



業

（手
仕
事
だ
け
の
工
程
）
の
工
場
は
す
で
に

稼
動
し
て
い
た
。

最
後
に
移
転
す
る
こ
と
に
な

っ
た
第
二
四
機

械
工
場
は
、
疎
開
し
て
再
開
さ
れ
る
ま
で
の
間

も
発
動
機
の
製
作
は
続
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い

の
で
、
丸
ご
と
引
き
受
け
る
工
場
と
し
て
茨
城

県
の
日
立
製
作
所
に
移
転
す
る
こ
と
に
決
ま

っ

た
。
機
械
の
搬
出
に
必
要
な
者
だ
け
残
り
、
他

の
工
員
は
、
疎
開
先
で
あ
る
畑
毛
温
泉
場

（函

南
町
）
の
横
穴
掘
り
に
動
員
さ
れ
た
。
私
は
自

宅
か
ら
畑
毛

へ
出
勤
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

沼
津
大
空
襲
で

自
宅
が
丸
焼
け

除
隊
し
て
い
た
長
兄
、
与
作
は
三
二
歳
で
防

衛
部
隊
に
召
集
さ
れ
た
。
当
時

一
六
歳
の
少
年

だ

っ
た
私
が
、
我
が
家
に
と

っ
て
た
だ

一
人
の

男
手
だ

っ
た
。
長
兄
は
入
隊
す
る
時
、
「も
し
空

襲
に
な

っ
た
ら
、
先
ず
子
供
ら
四
人
を
家
の
前

の
内
膳
堀
の
橋
の
下
に
連
れ
て
行

つ
て
く
れ
。

防
空
壕
に
日
常
生
活
に
必
要
な
も
の
を
入
れ
た

ら
蓋
を
し
、
カ
マ
ス
を
濡
ら
し
て
か
ぶ
せ
、
そ

の
上
に
土
を
全
部
か
け
て
く
れ
」
と
何
回
も
言

っ

て
い
た
。

七
月

一
七
日
未
明
、
す
さ
ま
じ
い
爆
音
が
し

た
。
同
時
に
香
貫
山
が
昼
間
の
様
に
明
る
く
な

り

（照
明
弾
に
よ
っ
て
）
松
の
本
が
数
え
ら
れ

る
ほ
ど
だ

っ
た
。
家
は
香
貫
山
か
ら
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
位
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
兄
の
言
わ
れ
た

通
り
に
し
た
。

六
月
、
三
男

・
種
作
が

「無
言
の
凱
旋
」
を

し
て
い
た
。
大
空
襲
が
あ

っ
た
日
は
四
九
日
の

前
だ

っ
た
の
で
、
ま
だ
祭
壇
が
床
の
間
に
あ
り
、

遺
品
が
お
い
て
あ

っ
た
。
お
ふ
く
ろ
は
、
そ
れ

ら
を
箱
に
入
れ
て
い
た
が
、
辺
り
は
火
の
海
な

の
で
途
中
で
あ
き
ら
め
橋
の
下
に
避
難
し
た
。

敵
機
が
見
え
る
ほ
ど
の
低
空
で
何
機
も
続
い
て

道
路
沿
い
の
民
家
に
焼
夷
弾
を
落
と
し
て
行

っ

た
。
橋
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
位
の
所
に
焼
夷
弾
が

落
ち
、
深
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
直
径
五
メ
ー
ト
ル

位
の
す
り
鉢
型
を
し
た
穴
が
開

い
た
。
我
が
家

は
完
全
に
焼
け
落
ち
、
ま
だ
熱
く
て
近
寄
れ
な

か

っ
た
。

八
月

一
日
か
ら

一
か
月
間
、
日
立
製
作
所
に

航
空
無
線
用
発
電
機
の
部
品
加
工
の
指
導
員
と

し
て
出
向
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
初
め
て
の
汽
車
の

長
旅
で
あ

っ
た
。

日
立
駅
に
降
り
た
と
た
ん
、
足
が
す
く
ん
で

し
ま

っ
た
。
町
の
人
が
艦
砲
射
撃
が
あ

っ
て
、

二
五
セ
ン
チ
砲
の
着
弾
の
跡
だ
と
教
え
て
く
れ

た
。
途
中
で
も
直
径

一
〇
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
五

メ
ー
ト
ル
位
の
す
り
鉢
型
の
艦
砲
射
撃
の
着
弾

穴
、
少
し
小
さ
い
の
も
あ
ち
こ
ち
に
あ

っ
た
。

玉
音
放
送
そ
し
て
即
時
解
雇

予
定
通
り
仕
事
が
進
み
半
月
が
過
ぎ
た
。
午

前
中
の
作
業
が
終
わ
ろ
う
と
し
た
時
、
「至
急
全

員
中
庭
に
集
合
」
と
放
送
が
あ

っ
た
。
正
午
よ

り
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
が
放
送
さ
れ
る
の
で
姿

勢
を
正
し
て
お
聞
き
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

放
送
は
雑
音
ひ
ど
く
全
く
聞
き
取
れ
な
か

っ

た
。
上
司
が
壇
上
に
立
ち
、
「戦
闘
も
激
し
さ
を

増
し
国
民
が

一
致
団
結
し
て
頑
張
る
よ
う
、
と

い
う
あ
り
が
た
い
お
言
葉
が
あ

っ
た
の
で
、
こ

れ
に
答
え
て
万
歳
を
三
唱
す
る
。
」
と
万
歳
を
三

唱
し
て
解
散
と
な

っ
た
。

と
こ
ろ
が
午
後
に
な

っ
て
、
先
ほ
ど
の
陛
下

の
お
言
葉
は
敗
戦
宣
言
だ

っ
た
と
知
ら
さ
れ
、

と
た
ん
に
工
場
内
は
ざ
わ
め
き
出
し
て
、
機
械

の
電
源
を
切
り
作
業
は
中
止
し
て
し
ま

っ
た
。

出
向
者
は
沼
津

へ
引
き
揚
げ
る
よ
う
指
示
が

で
た
。
列
車
は
の
ろ
の
ろ
運
転
で
、
そ
の
上
途

中
で
停
ま

っ
て
し
ま
い
半
日
も
列
車
内
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
。

や

っ
と
帰

っ
て
き
て
、
畑
毛
の
疎
開
現
場
に

行

っ
て
み
る
と
工
員
は

一
人
も
い
な
い
。
国
か

ら
即
時
解
雇
の
命
令
が
出
た
と
い
う
。
全
員
引

き
揚
げ
、
事
務
所
も
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。

他
の
出
向
者
と

一
緒
に
海
軍
工
廠

へ
行

っ
た
。

上
司
は
い
な
い
。
ひ
と
り
残

っ
て
い
た
事
務
員

は
、
国
の
命
令
で
書
類
は
す
べ
て
焼
却
処
分
さ

れ
た
た
め
、
出
向
の
関
係
書
類
も
養
成
所
の
書

類
も

一
切
な
く
連
絡
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
と

の
こ
と
だ

っ
た
。

一
五
日
と

い
う
月

の
半
ば

の
強
制
解
雇

で

あ

っ
た
た
め
、
給
料
精
算
は
出
来
ず
、
工
場
長

か
ら

「何
で
も
欲
し
い
も
の
を
給
料
の
代
わ
り

に
持

っ
て
行

っ
て
く
れ
」
と
説
明
が
あ

っ
た
そ

う
だ
。
中
に
は
怒

っ
て
大

ハ
ン
マ
ー
で
機
械
を

砕

い
て
引
き
揚
げ
た
人
も
い
た
そ
う
だ
。

私
の
養
成
所
で
の

一
年
五
か
月
の
給
料
は
、

ペ
ン
チ
と
三
〇
セ
ン
チ
の
ス
ケ
ー
ル
と
電
気
ゴ

テ
の
三
点
だ
け
で
あ

っ
た
。

ら
れ
、
ま
ず
海
軍
は
東
京
人
絹
沼
津
工
場
を

買
収
し
、
次
い
で
翌
年
五
月
に
は
、
東
京
人

絹
に
隣
接
す
る
金
岡
村
の
用
地
買
収
を
強
行

し
た
。
こ
の
買
収
に
よ
り
同
村
沢
田
地
区
は

部
落
全
体
が
移
転
す
る
こ
と
に
な

っ
た

（現

在
の
沼
津
市
沢
田
町
）
。

開
業
当
初
の
敷
地
面
積
は
沼
津
市
三
九

ヘ

ク
タ
ー
ル
、
金
岡
村
九
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
片

浜
村
二
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
計

一
六
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
終
戦
時
は
計

一
八
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
で

あ

っ
た
。

工
廠
の
周
囲
に
は
洪
水
対
策
と
し
て
排
水

溝
が
掘
ら
れ
、
労
働
力
と
し
て
沼
津

・
静
岡

両
刑
務
所
の
囚
人
が
使
役
さ
れ
た
た
め

「囚

人
堀
」
と
呼
ば
れ
た
。

「沼
津
海
軍
工
廠
が
あ
っ
た
た
め
に
沼
津
は

空
襲
を
受
け
た
」
と
し
て
い
る
文
献
も
散
見

さ
れ
る
が
、
同
二
〇
年
七
月

一
七
日
の

「沼

津
大
空
襲
」
に
お
い
て
は
、
工
廠
内
の
建
物

は
ほ
と
ん
ど
焼
け
て
お
ら
ず
、
戦
後
、
工
廠

内
の
建
物
は
各
学
校
の
仮
校
舎
と
し
て
活
用

さ
れ
た
。〓一一類

一一一議
難

霊
簸

沼津海軍工廠 (株式会社フジクラ提供 )

旧東京人絹沼津工場部分。平成17年頃まで

残っていた。
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沼津御用邸記念公園「端午の節句飾 り」「祝着」(石井種生氏寄贈資料)

IZU PHOTO MUSEUM「 富士幻影展」「大平より富士を望む (慰間写真)」
10～ 12月 飯能市郷土館 特別展 「飯能炎上一明治維新・激動の6日 間一」 ミニエー銃弾パ トロン・雷管入 。胴乱

10～ 11月
富士市立博物館 緊急テーマ展「今、地震や津波を考える～富士の災害史
「地震之記」「安政見聞録」「諸国大地震大津波実説早引方角書世直一覧」

静岡市文化財資料館 企画展「幕末に揺れにゆれた大地震」「地震之記」より「小林村変地之図」「田地変ジテ湖水 トナル」
岡―色自治会 文化展 牧堰・門池用水関係資料 (模型 。写真等)
沼津市農林農地課 第28回献茶式 肖像画「江原素六」

☆刊行物掲載

ダイヤモンド社『千年震災』「地震之記」より「小林村変地之図」「田地変ジテ湖水 トナル」

河鍋暁斎記念美術館『暁斎』 「駿藩各所分配姓名録」「香亭雅談」

沼津市大手町町内会 町制120周 年記念事業『大手町120年 の歩み』 古写真「沼津兵学校址碑除幕式」(大野寛良氏寄託資料)
| 3月 閉ちばぎん総合研究所 月刊「マネジメントスクエア」 4月 号 錦絵「旗本 。江川永脩」

☆テレビ等映像・その他
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本町間宮家文書 (寄託から寄贈へ切替)

安原金次関係資料

小田川全之関係資料

井口省吾関係資料

旧幕臣持田家資料

絵 葉 書 (8件)
「戸田御浜帝国大学貴賓館」「戸田太鼓石ヨリ村落ヲ望ム」「三津二

俣海岸の富士」「伊豆三津海岸 安田屋旅館」「戸田港外七島ノ富士」

「最新版 三津之富士 勝景絵はがき」「伊豆戸田港北山ヨリ人家ヲ

望ム」「伊豆長岡名所 三津港ヨリ淡島ノ望遠」

沼津兵学校関係 (関係者等の著書・書簡など21件 )

「徳川家兵学校掟書」。「熊谷県学務関係行政文書」
「静岡連隊区管内将校同相当官名簿」。「東京開市三百年祭記事」・

田辺太―校閲『弓術新書』・桂川甫策『化学初歩』・松井惟利『真

り中東京節用いろは辞典上』。大平俊章『SiR JOHN MALCOLM'S

LIFE OF LORD CLIVE』 ・『羅斯珂氏小化学』・浜田晴高『摘要算

術教科書』・真野肇『実業算術新教科書』、『訂正代数学教科書』。

田口卯吉著『条約改正論』。新井秀徳『地誌提要』。宮川保全、愛

知信元『小学筆算教授書』、『小学筆算教授書』(第四巻、第五巻、

第六巻、答)・ 桃の屋鶴彦 (飯野忠―)『改良滑稽落語』・田辺朔郎

『北海道鉄道由来』・絵葉書「加藤定吉」「井口省吾」・斎藤修―郎

『大学々生湖源』

その他沼津の歴史関係 (13件 )

種玉庵連山『旅寝集』・鬼島広蔭『千百人一首 上・下』。和田伝

太郎『児童修身門』・杉山正治『相模野基線測量』。中西準太郎

『士都華氏新訳小物理学』・静岡県駿東郡教育会『計量便覧』・観

光ガイド「夏は伊豆へ」・ポスター「健康の海 !!沼津へ」。「昭和十

一年 沼津市勢―班」・千社札「沼津緑新地 濃洲楼」。「東海自動

車バス時刻表 (昭和11年 11月 )」 。日本メソヂスト甲府教会『賛美

歌の力』・講道会『講道会叢説』

月 SBS「イブニングeye」 古写真「沼津駅前 昭和38年」「アーケー ド街 昭和38年」

日本テレビ「不可思議探偵団」 測量関係古写真 (大川通久関係資料)

SBS「イブニングeye」 古写真3点

月 TBSテ レビ「飛び出せ !科学 くん」 「地震之記」より「小林村変地之図」「田地変ジテ湖水 トナル」
)月 閉広域高速ネットニ九六 『296NEWS』 内「なるほど 1地域辞典」 写真「大築尚志」(大築尚志関係文書)

南駿農業協同組合「FVF」 古写真 7点・絵葉書「沼津音頭・茶摘」

欄映像舎「西三河の肖像 大浜てらまちをゆく」「大浜陣屋絵図」(沼津藩士杉浦家資料)
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F口  昴」

みどり美術印刷株式会社

表紙 の解 説

北斎の五十三次シリーズ (上段)沼津 0(下段)原 当館所蔵
浮世絵の東海道五十二次といえば広重がよく知られているが、葛飾北斎も東海

道五十二次シリーズを描いており、現在 7つのシリーズが確認されている。

表紙の上段は享和 4年 (1804)正月刊行と推測されるシリーズの内の「沼津」
で、「画狂人北斎」とあり、描かれているのは松葉かきをした子供であろうか。下

段は文化年間初中期頃の刊行と推測されるシリーズの内の「原」で、名物として

うなぎのかば焼き屋が描かれている。後にゴッホにまで影響を与えたといわれる

北斎のダイナミックな画風はまだ見ることができないが、「冨嶽三十六景」でも見

られる人物のいきいきとした描写を見ることができる。

〈参考文献〉『葛飾北斎 東海道五十二次』岩崎美術社 1994年

寄
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人事異 動

3月 31日付で館長石川治夫、事務補助員若松裕美が退職しました。

4月 1日付で主事川口勝久が文化財センターに異動、4月 2日付で館長堤茂、事

務補助員中井伊久子が着任しました。

今後ともよろしくお願いします。

_ヽ

5月

6～ 9月

5月

5月

7月

9月

10月

10月


